
家庭科学習指導案
指導者 浦 上 千 歳

日 時日 時日 時日 時 平成24年12月１日（土）第３校時（13：00～13：50）

年 組年 組年 組年 組 中学校第２学年２組（後半グループ） 計20名（男子９名，女子11名）

場 所場 所場 所場 所 中学校家庭科室

単 元単 元単 元単 元 「生活を豊かにする衣生活を考えよう」

単元について単元について単元について単元について



する関心が高かった。以上のことから，製作や文化に興味はあるが，それが実生活をよりよくすること

にはつながっていないことが考えられる。

したがって指導に関しては，現代の私たちにとっては，食用としての認識しかない柿の効用を庶民

の文化を探りながら学習させる。防水実験や柿渋染めの実践を通して、日本の伝統文化のすばらしさを

体感することができ、古き良きものを見直すことができる。次に，日本の伝統的な美しい意味ある布を

使用しての活動として，染めた布を使用して弁当袋の製作を行う。その際，江戸時代に一般庶民に広ま

った衣文化（裏優りや更紗の流行など）を学習させ、日本の文化を意識させたデザインを考えさせる。

この活動で，自分たちの生活の中に、日本の伝統文化を活用することができる。この一連の学習により，

衣生活における伝統文化を継承し発展させようとする気持ちが生まれることをめざす。

指導目標指導目標指導目標指導目標

１．布を用いた物の製作に関心を持って取り組めるようにする

２．私たちの生活と柿渋の関わりについて理解できるようにする

３．意味ある布を活用して弁当袋を製作できるようにする

指導計画指導計画指導計画指導計画

１．柿渋で染めよう江戸の色 ・・・・・・・・・ ２時間（本時はその１時間目）

２．衣生活の移り変わり ・・・・・・・・・ １時間

３．江戸の粋と更紗を取り入れた弁当袋をデザインしよう ・・ １時間

４．弁当袋の製作 ・・・・・・・・・ ２時間

本時の目標本時の目標本時の目標本時の目標

私たちの生活がこれまで柿とかかわってきた歴史を理解することができる。

「学びのつながり」の視点「学びのつながり」の視点「学びのつながり」の視点「学びのつながり」の視点

家庭科では，生活実践力を高めるために，「文化的な」視点からのアプローチを考えた。Ⅲ期では，



□柿の“薬として”の活用を知る ○芭蕉の句やお坊さんの話から，柿が昔から日本

『里古りて 柿の木持たぬ 家もなし』（芭蕉） の庶民に広く親しまれていたことに気づくよう

・この句の意味を考えてみよう にする。

・昔のお坊さんが旅する時に持っていたものは

何か考えてみよう

□柿の“コーティング剤として”の活用を知る ○本物の青い柿を示し，その味について考えさせ

・青い柿（渋柿）を見て考える ることで，食べ物としてではない，柿の活用が

・新聞記事を読んで考える あることに気づくようにする。

・布（木綿），紙，木が染められていたことを ○『備後渋』についての新聞記事を示すことで，

知る “コーティング剤”としての柿の活用があるこ

とを理解できるよう指導する。

○柿渋作りの過程の実物を示すことで、柿渋液を

簡単に作ることが出来ることを実感できるよう

(2)柿渋について にする。

□柿渋液がコーティング剤として多く用いられた ○活用例の絵や写真を示すことで，柿渋で染める

理由を考える ことの効果の理解を深めるようにする

・防水効果 番傘⇒防水，丈夫

・防虫効果 民家⇒防水，防虫，防腐，丈夫

・防腐効果 酒袋⇒防腐，丈夫，安全

・ものを丈夫にする 漁の網⇒防水，丈夫，安全

・安全（天然のコーティング剤である） 衣服⇒丈夫，防虫，防水，安全

○化学繊維や化学コーティング剤がなかった時代

であることも補足する。

□柿渋の防水作用を体験する

（紙を水につける実験を班ごとに行う） ○実験により，防水効果を確認できるようにする

する。

□柿渋液で布を染める

○布や木を柿渋で染める様子を実際に見たり体験

することで，柿渋の利用について考えやすくす

３．まとめ（１０分） る。

□自分たちの生活の中で、柿渋を利用できるこ

とはないか考える ◆私たちの生活と柿の関わりの歴史を理解し、現

□柿渋の活用について意見交流する 代の自分たちの生活への活用を考えることがで

きているか【生活や技術についての知識・理解】

参考文献参考文献参考文献参考文献

松村博行，菊池日出夫．『そだててあそぼう知[30]カキの絵本』．社団法人 農山漁村文化協会．2011．

田中優子


